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Ⅰ．目的 

 文部科学大臣から中央教育審議会に「初等中等教育にお

ける教育課程の基準等の在り方について」諮問がなされた

のは２年前である（2014 年 11 月）。ここでは、新しい時代

に必要となる「育成すべき資質・能力」を踏まえた教育目

標・内容と学習・指導方法、学習評価の在り方について検

討することが示された。中央教育審議会では、これらの検

討を進め、「教育課程企画特別部会における論点整理につい

て（報告）」（2015 年８月）をまとめた。ここでは、学習指

導要領改訂の視点として、「教育課程全体や各教科等の学び

を通じて『何ができるようになるのか』という観点から、

育成すべき資質・能力を整理する必要がある。その上で、

整理された資質・能力を育成するために『何を学ぶのか』

という、必要な指導内容等を検討し、その内容を『どのよ

うに学ぶのか』という、子供たちの具体的な学びの姿を考

えながら構成していく必要がある」と述べている。 

 本研究では、育成を目指す資質・能力の考え方や、それ

を実現するための指導方法とされるアクティブ・ラーニン

グの実践に焦点を当て、新しい時代に必要となる「育成を

目指す資質・能力」を踏まえた、目標・内容・方法・学習

評価の一体化を意識した、特別支援学校（知的障害教育）

における教育課程編成の在り方について検討することを目

的とする。 
 
Ⅱ．方法 

１． 研究Ⅰでは、知的障害教育における育成を目指す資

質・能力をどう捉えればよいかについての具体的検討

を行った。また、育成を目指す資質・能力の具体像を

示すことを目的に、OECD が提唱するキー・コンピテ

ンシーの要素について整理し、実際に特別支援学校で

整理している「育てたい力」の分析を行い、海外の情

報も収集しながら検討を行った。 

２． 研究２では、研究協力機関の実践に基づく知的障害教

育分野でのアクティブ・ラーニングの検討を進めた。

特別支援学校（知的障害）におけるアクティブ・ラー

ニングの取組の実際を探ることを目的に、文献研究か

らアクティブ・ラーニングについての情報を得るとと

もに、研究協力機関における実践事例の収集と分析を

行った。 
３． 研究３では、知的障害教育における教育目標と内容・

指導方法、学習評価が一体的につながりをもつための

工夫の検討を行った。一体的につながりをもつために

必要な要素やシステムについて探っていくことを目

的に、文献研究及び研究協力機関における実践の情報

収集と分析、全知長情報交換資料のアンケート結果か

ら検討を進め、育成を目指す資質・能力を踏まえた知

的障害教育における一体的な教育課程編成の構造図

を提案した。 
 

Ⅲ．結果 

（１）育成を目指す資質・能力を踏まえた教育課程編成 

OECD のキー・コンピテンシーのような汎用的能力に関

する指導をすでに指導で取り扱っており、知的障害のある

子供に対しても、そのような指導内容を扱うことが可能で

あることを指摘した。また、21 世紀スキルの定義に示され

た初歩レベル、高次レベルといった段階分けやイギリスの

知的障害のある子供を対象としたキー・ファンクションス

キルの内容例を参考にすると、原初的レベル、あるいは初

歩レベルの内容を含めて考えることで、より知的障害の重

い子どもたちへの指導内容のイメージを持つことができる

だろうと指摘した。日本の知的障害教育においても、学校

現場での実践を積み重ねながら、育成を目指す資質・能力

が発達・伸長していく段階を明らかにすることが今後の課

題と考えられる。 
（２）組織的なカリキュラム・マネジメントによるアクテ

ィブ・ラーニングの視点での授業改善の工夫 

 「知的障害教育における「育成すべき資質・能力」を踏

まえた教育課程編成の在り方（２）」で詳しく記述 

（３）知的障害教育における一体的な教育課程編成の構造

図の提案 

全国特別支援学校知的障害教育校長会との協働により、

全国 700 校以上の知的障害特別支援学校の学校教育目標と

教育内容、指導方法、学習評価が一体的なつながりをもつ

ための工夫についての調査・分析を行った。その中で、学

校教育目標と教育内容、指導方法、学習評価が一体的なつ

ながりをもつための工夫としては、自由記述の分析から、

ビジョン（コンセプト）作りやスケジュール作り、場作り、

体制（組織）作り、関係作り、コンテンツ作り、ルール作

り、プログラム作りの８つの要因により、各学校の課題や

特色に応じた様々な工夫がなされている状況が明らかとな

った。 
 
Ⅳ．考察 

本研究は、新しい時代に必要な、育成を目指す資質・能

力の考え方に基づいた教育課程編成をどう考えるべきかを

目的とした。２年間の研究をもとに「知的障害教育におけ

るカリキュラム・マネジメント促進フレームワーク」及び

「育成を目指す資質・能力を踏まえたカリキュラム・マネ

ジメント促進モデル（試案）」を提案することができた。

前提として、育成を目指す資質・能力は原初的レベルや初

歩レベルの内容を含めて検討することで知的障害のある子

供に対しても同様に考えられるとの検証があった。 
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